
た
。
最
後
に
マ
ル
タ
共
和
国

の
ア
ン
ド
レ
・
ス
ピ
テ
リ
特
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一
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精
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一
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宗
教
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天
国
の
建
設
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明
治
４
年
か
ら
６
年
に
か
け
て
欧

米
12
か
国
を
視
察
し
た
岩
倉
使
節
団

は
、
全
権
の
岩
倉
具
視
以
下
、
政
府

首
脳
陣
や
留
学
生
ら
１
０
７
人
で
構

成
さ
れ
、
日
本
近
代
化
の
政
策
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
使
節
団

を
一
様
に
驚
か
せ
た
の
が
、
文
明
の

先
端
を
行
く
西
洋
諸
国
の
人
々
の
深

い
宗
教
心
で
、
江
戸
時
代
の
宗
教
政

策
も
あ
り
、
日
本
人
は
そ
こ
ま
で
宗

教
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。一

方
、
使
節
団
が
諸
外
国
か
ら
強

硬
に
抗
議
さ
れ
た
の
は
、
王
政
復
古

を
目
指
す
維
新
政
府
が
幕
府
の
民
衆

統
治
を
引
き
継
い
で
い
た
「
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
」
で
、
そ
の
象
徴
が
「
浦

上
キ
リ
シ
タ
ン
」
だ
っ
た
。
伊
藤
博

文
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
出
し
た
手
紙
に

よ
り
明
治
６
年
、
政
府
は
キ
リ
シ
タ

ン
の
禁
制
の
根
拠
に
な
っ
て
い
た
高

札
を
撤
去
す
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に

対
す
る
危
惧
は
抱
え
た
ま
ま
だ
っ

た
。

た
。
と
こ
ろ
が
、
高
札
が
撤
去
さ
れ

る
と
、
彼
ら
は
仏
式
の
葬
儀
を
拒
否

し
、
神
宮
の
護
符
を
取
り
払
い
、
仏

像
や
位
牌
を
捨
て
、
日
曜
礼
拝
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
政
治
的
に
打
つ

手
は
な
い
と
考
え
た
政
府
は
、
天
皇

へ
の
素
朴
な
敬
愛
の
念
に
基
づ
く
神

道
国
教
化
を
よ
り
一
層
進
め
る
と
と

も
に
、
宗
教
は
宗
教
に
任
せ
る
し
か

な
い
と
、
国
民
の
間
に
広
く
浸
透
し

て
い
た
仏
教
に
キ
リ
ス
ト
教
対
策
を

委
ね
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
主
役
を
担
っ
た
の
が
、
阿
弥

陀
仏
一
仏
信
仰
で
一
神
教
の
キ
リ
ス

ト
教
に
類
似
し
、
一
向
一
揆
の
歴
史

を
も
ち
、
宗
祖
親
鸞
以
来
、
僧
の
妻

帯
を
認
め
、
在
家
主
義
に
重
点
を
置

く
浄
土
真
宗
で
あ
っ
た
。
倒
幕
側
に

資
金
援
助
し
、
維
新
政
府
と
関
係
が

深
か
っ
た
西
本
願
寺
は
、
西
欧
キ
リ

ス
ト
教
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
島

地
黙
雷
ら
優
秀
な
若
手
僧
侶
を
派
遣

し
、
彼
ら
は
明
治
５
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ

浄
土
真
宗
の
活
躍

神
道
国
教
化
を
目
指
し
、
神
仏
分

離
令
を
出
し
た
明
治
政
府
が
恐
れ
て

い
た
の
は
文
明
開
化
と
共
に
流
入
し

て
く
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
だ
っ

た
。
津
和
野
藩
な
ど
に
移
さ
れ
た
キ

リ
シ
タ
ン
は
、
熱
心
な
者
た
ち
ほ
ど

国
学
者
や
神
道
家
の
説
諭
に
も
動
じ

ず
、
懐
柔
策
や
拷
問
で
も
信
仰
を
捨

て
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
反

権
力
的
で
は
な
く
、
年
貢
も
進
ん
で

納
め
る
模
範
的
な
農
民
で
あ
っ
た

が
、
こ
と
信
教
の
問
題
に
な
る
と
強

固
に
な
る
の
が
、
じ
か
に
接
し
た
当

事
者
た
ち
を
驚
か
せ
た
の
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
高
札
が
掲
げ

ら
れ
て
い
た
時
代
、
い
わ
ゆ
る
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
は
建
前
と
し
て
踏
み
絵

を
行
い
、
葬
儀
は
寺
に
頼
ん
で
い

パ
で
岩
倉
使
節
団
と
合
流
し
て
い

る
。
同
じ
長
州
出
身
で
木
戸
孝
允
と

昵
懇
だ
っ
た
島
地
は
、
視
察
し
た
西

欧
諸
国
の
政
治
と
宗
教
の
関
係
を
踏

ま
え
、
政
府
要
人
ら
と
宗
教
論
議
を

交
わ
し
た
と
い
う
。

明
治
の
日
本
仏
教
に
と
っ
て
文
明

開
化
は
キ
リ
ス
ト
教
に
加
え
て
西
洋

哲
学
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
近
代
哲

学
で
仏
教
を
読
み
直
し
、
近
代
国
家

に
ふ
さ
わ
し
い
仏
教
へ
と
変
身
さ
せ

る
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
内
心
の
自

由
、
生
き
方
と
し
て
の
仏
教
の
探
究

で
、
西
洋
で
発
達
し
た
個
人
主
義
の

日
本
的
受
容
で
も
あ
っ
た
。
特
に
真

宗
で
は
、
明
治
の
国
づ
く
り
に
歩
調

を
合
わ
せ
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の

浸
透
を
防
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い

た
。も

っ
と
も
、
日
本
を
キ
リ
ス
ト
教

化
す
る
こ
と
で
近
代
国
家
を
築
け
る

と
す
る
人
た
ち
も
多
く
、
そ
の
代
表

が
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の

『
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
』
を
翻
訳
し
た

『
西
国
立
志
編
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
中
村
正
直
で
、
新
渡
戸
稲

造
や
新
島
襄
、
内
村
鑑
三
ら
多
く
の

キ
リ
ス
ト
者
を
輩
出
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
政
府
の
危
惧
と
は
関
係
な
く
、

年
数
を
経
る
に
つ
れ
キ
リ
ス
ト
教
は

影
響
力
を
失
い
、
い
わ
ゆ
る
日
本
教

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
。

大
正
６
年
に
出
し
た
『
出
家
と
そ

の
弟
子
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

り
、
当
時
の
若
者
を
中
心
に
親
鸞
ブ

ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
倉
田
百
三

は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
西
田
天
香
の
一

燈
園
に
引
か
れ
な
が
ら
、
次
第
に
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
傾
倒
し
て
い
っ

た
。
民
藝
運
動
で
知
ら
れ
る
柳
宗
悦

は
、
神
学
に
引
か
れ
な
が
ら
晩
年
は

真
宗
に
引
か
れ
、
妙
好
人
に
理
想
的

な
生
き
方
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

一
方
、
明
治
の
宗
教
政
策
を
リ
ー

ド
し
た
真
宗
は
次
第
に
日
本
主
義
化

し
、
昭
和
の
軍
国
主
義
の
時
代
を
迎

え
る
と
、
従
軍
す
る
門
徒
ら
へ
の
教

え
も
あ
っ
て
、
親
鸞
主
義
は
国
家
神

道
に
習
合
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
。
戦
後
、
浄
土
真
宗
が
反
政
府
的

な
ス
タ
ン
ス
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
そ
う
し
た
戦
前
の
歴
史
の
反

省
か
ら
で
あ
る
。

近
代
を
超
え
て

宗
教
学
者
の
末
木
文
美
士
氏
は
中

世
仏
教
を
専
門
に
し
な
が
ら
近
世
仏

教
、
さ
ら
に
は
近
代
仏
教
の
研
究
に

重
点
を
移
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仏

教
界
の
動
向
を
抜
き
に
日
本
の
近
代

史
や
近
代
思
想
史
を
論
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
研
究
者
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
日
本
人
が
漠
然

と
考
え
て
い
る
仏
教
も
、
古
来
の
教

え
で
は
な
く
、
明
治
に
な
っ
て
見
直

さ
れ
た
近
代
仏
教
で
あ
る
こ
と
は
再

認
識
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
。

人
の
心
を
育
て
、
社
会
を
下
支
え

す
る
と
い
う
宗
教
の
役
割
か
ら
し

て
、
戦
前
の
日
本
主
義
化
は
一
概
に

否
定
す
べ
き
で
は
な
く
、
貴
重
な
研

究
対
象
と
し
、
そ
の
成
果
を
次
の
時

代
に
生
か
す
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。

そ
の
意
味
で
近
代
を
乗
り
越
え
る
営

み
が
宗
教
界
に
は
求
め
ら
れ
て
い

る
。

日
本
近
代
史
か
ら
見
た
国
家
と
宗
教

午
後
１
時
、
柴
田
勤
副
会

長
の
開
会
の
辞
で
奉
祝
中
央

式
典
が
始
ま
り
、
橿
原
神
宮

遥
拝
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
主

催
者
を
代
表
し
て
大
原
康
男

会
長
が
挨
拶
し
た
。

「
神
武
天
皇
は
２
６
８
３

年
前
の
２
月
11
日
、
大
和

国
の
畝
傍
山
の
東
南
の
橿
原

の
地
で
、
天
皇
の
御
位
に
お

就
き
に
な
ら
れ
た
。
以
来
こ

の
日
は
、
我
が
国
の
基
を
固

め
ら
れ
た
神
武
天
皇
の
ご
事

績
を
仰
ぎ
、
日
本
人
の
民
族

精
神
を
思
い
起
こ
す
日
と
な

っ
て
久
し
い
。
近
隣
諸
国
の

軍
事
的
脅
威
が
高
ま
る
中
、

自
国
の
安
全
と
自
ら
の
生
命

を
守
る
に
は
、
防
衛
体
制
の

と
な
る
こ
と
を
切
に
希
望
す

る
」
と
述
べ
た
。

次
い
で
、
聖
心
女
子
大
学

２
年
の
松
浦
史
帆
氏
が
決
議

文
を
朗
読
し
、
満
場
の
拍
手

で
採
択
さ
れ
、
大
原
会
長
と

栗
田
副
会
長
か
ら
自
民
党
の

井
上
幹
事
長
代
理
と
日
本
維

新
の
会
の
石
井
副
幹
事
長
に

手
渡
さ
れ
た
。
紀
元
節
の
歌

の
斉
唱
。
百
地
章
日
本
会
議

常
任
理
事
に
よ
る
聖
寿
万
歳

の
後
、
小
柳
志
乃
夫
理
事
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。

第
二
部
で
は
西
岡
和
彦
・

国
学
院
大
学
教
授
が「『
大
祓

詞
』
と
建
国
の
精
神
」
と
題

し
記
念
講
演
。
内
容
の
要
旨

は
次
の
通
り
。

大
祓
詞
は
前
半
で
建
国
の

精
神
を
明
示
し
、
我
が
国
の

社

説

あ
る
べ
き
姿
「
安
国
」
と
い

う
言
葉
が
３
度
出
て
く
る
。

「
豊
葦
原
水
穂
国
」の「
安
国
」

の
福
豆
が
ま
か
れ
た
。
大
国

主
命
で
あ
る
大
黒
は
恵
比
寿

の
父
親
で
、
二
神
の
に
こ
や

か
な
笑
顔
と
、
神
徳
を
体
現

す
る
よ
う
な
お
お
ら
か
な
舞

に
、
人
々
の
幸
福
を
願
う
気

化
を
、
天
上
の
高
天
原
か
ら

降
臨
さ
れ
た
皇
御
孫
命
と
、

地
上
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
本

人
と
に
課
し
た
と
考
え
る
。

天
皇
の
大
命
を
各
人
が
責
任

を
も
っ
て
果
た
す
こ
と
が
、

奉
仕
事
（
政
事
）
で
あ
り
、

そ
の
成
就
の
た
め
、
神
を
祭

り
、
奉
仕
す
る
こ
と
が
祭
事

で
あ
る
。

大
祓
詞
を
読
み
上
げ
る
こ

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！

アシレス出版部発行
お近くの書店にない場合は下記へ 送料210円
〒229-0002 相模原市渕野辺本町2-17-14
TEL042（751）2558   FAX042（754）1818　

た ま 出 版

四
六
判
１
５
８
頁

定
価
１
、３
６
５
円（
税
込
）

齋
藤
齋
霊
著

www.tamabook.com

お問合せ先／扶桑社　販売企画部
〒105-8070　東京都港区海岸1-15-1

TEL03-5403-8859
購入申込み　FAX:03-3578-3075

●定価1000円（税込み）
●四六並製　232ページ
●発行・産経新聞社／発売・扶桑社

日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
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日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

京
都
市
西
京
区
の
松
尾
大

社
で
２
月
３
日
の
節
分
の

朝
、
石
見
神
楽
が
「
種
神
楽

保
存
会
（
島
根
県
益
田
市
）」

に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
、
多
く

の
参
拝
者
が
動
き
の
あ
る
艶

や
か
な
衣
装
の
伝
統
神
楽
を

楽
し
ん
だ
。

め
で
た
い
こ
と
に
因
む
演

目
「
恵
比
寿
大
黒
」
で
は
、

恵
比
寿
が
鯛
を
釣
り
上
げ
る

の
に
加
え
、
参
拝
者
に
節
分

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

抜
本
的
見
直
し
と
憲
法
改
正

を
視
野
に
入
れ
た
法
整
備
が

急
務
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
政

府
主
催
の
奉
祝
式
典
が
行
わ

れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

来
賓
祝
辞
に
移
り
、
井
上

信
治
・
自
民
党
幹
事
長
代
理

は
「
昨
年
、
本
土
復
帰
50
周

年
を
迎
え
た
沖
縄
を
訪
問
さ

れ
た
両
陛
下
は
戦
没
者
慰
霊

と
ご
遺
族
と
の
懇
談
に
臨
ま

れ
、
お
一
人
お
一
人
に
お
声

を
お
か
け
に
な
ら
れ
た
。
両

陛
下
の
温
か
い
御
心
に
尊
崇

と
敬
愛
の
念
を
強
く
す
る
」

と
述
べ
、
日
本
維
新
の
会
副

幹
事
長
の
石
井
苗
子
・
参
議

院
議
員
は
「
日
本
は
自
然
災

害
に
加
え
て
病
原
菌
や
ウ
イ

ル
ス
に
も
悩
ま
さ
れ
、
神
社

を
中
心
に
災
害
を
未
然
に
防

げ
る
よ
う
お
祓
い
を
続
け
て

き
た
。
日
本
人
が
紡
い
で
き

た
皇
室
と
の
絆
を
深
め
て
い

く
こ
と
も
国
会
で
議
論
す
る

重
要
な
テ
ー
マ
だ
」
と
語
っ

命
全
権
大
使
が
「
他
者
へ
の

尊
敬
、
勤
勉
さ
、
卓
越
性
を

目
指
す
強
い
決
意
な
ど
、
日

本
を
偉
大
に
し
て
き
た
価
値

観
を
今
後
も
堅
持
し
続
け
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

建
国
記
念
の
日
は
未
来
へ
の

行
動
を
呼
び
か
け
る
日
で
も

あ
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

岸
田
文
雄
首
相
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
「
長
い
歴
史
の
中
で

我
が
国
は
幾
度
と
な
く
大
き

な
困
難
や
試
練
に
直
面
し

た
。
先
人
た
ち
は
、
そ
の
度

に
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て
立

ち
上
が
り
、
幾
多
の
奇
跡
を

実
現
し
て
き
た
。『
建
国
記
念

の
日
』
が
、
我
が
国
の
歩
み

を
振
り
返
り
つ
つ
先
人
の
努

力
に
感
謝
し
、
さ
ら
な
る
日

本
の
繁
栄
を
希
求
す
る
機
会

京都市西京区

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

と
で
、日
本
人
は「
建
国
の
精

神
」
を
振
り
返
り
、「
建
国
の

理
念
」
が
い
つ
の
世
も
繰
り

返
し
実
現
で
き
る
よ
う
、
大

祓
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

第
三
部
で
は
、
太
鼓
の
音

色
を
郷
土
芸
能
と
し
て
伝
え

る
活
動
を
す
る
「
清
瀬
上
和

太
鼓
保
存
会
」
が
勇
壮
闊
達

な
和
太
鼓
の
演
奏『
戦
龍
』を

披
露
し
、観
衆
を
魅
了
し
た
。

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
闇
の
中
を
歩
む

民
は
、
大
い
な
る

光
を
見
／
死
の
陰

の
地
に
住
む
者
の
上
に
、
光
が
輝
い
た
。

あ
な
た
は
深
い
喜
び
と
／
大
き
な
楽
し

み
を
お
与
え
に
な
り
／
人
々
は
御
前
に

喜
び
祝
っ
た
。
刈
り
入
れ
の
時
を
祝
う

よ
う
に
／
戦
利
品
を
分
け
合
っ
て
楽
し

む
よ
う
に
。
彼
ら
の
負
う
軛
、
肩
を
打

つ
杖
、
虐
げ
る
者
の
鞭
を
／
あ
な
た
は

ミ
デ
ィ
ア
ン
の
日
の
よ
う
に
／
折
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。
地
を
踏
み
鳴
ら
し
た
兵

士
の
靴
／
血
に
ま
み
れ
た
軍
服
は
こ
と

ご
と
く
／
火
に
投
げ
込
ま
れ
、
焼
き
尽

く
さ
れ
た
。」（
イ
ザ
ヤ
書
９
：
１
│
４
）

長
き
苦
難
の
歴
史
を
経
た
イ
ス
ラ
エ

ル
民
族
の
如
く
、
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン

も
３
世
紀
に
わ
た
る
厳
し
い
迫
害
と
弾

圧
を
経
験
し
、
そ
れ
で
も
な
お
密
か
に

信
仰
を
保
っ
て
き
た
者
た
ち
が
い
た
。

鎖
国
が
解
か
れ
、
長
崎
に
日
本
二
十
六

聖
人
を
記
念
す
る
天
主
堂
が
献
堂
さ
れ

た
。
こ
れ
を
見
た
浦
上
の
村
人
が
聖
堂

を
訪
ね
、
招
き
入
れ
た
司
祭
に
つ
ぶ
や

い
た
。「
ワ
タ
シ
ノ
ム
ネ
、
ア
ナ
タ
ト
オ

ナ
ジ
」。
秘
め
て
き
た
信
仰
を
告
白
し
、

重
ね
て
「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
御
像
は

ど
こ
？
」
と
尋
ね
、
脇
祭
壇
の
聖
母
子

像
を
確
認
し
た
。
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
世

界
を
驚
か
せ
た
「
信
徒
発
見
」
の
一
日
。

１
８
６
５
年
３
月
17
日
の
午
後
の
出
来

事
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
２
０
１
９
年
５
月
に
認

定
さ
れ
た
文
化
庁
の
日
本
遺

産
「
神
々
や
鬼
た
ち
が
躍
動

す
る
神
話
の
世
界
〜
石
見
地

域
で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
」
の

構
成
文
化
財
に
も
選
ば
れ
て

い
る
。

松
尾
大
社
は
大
宝
元
年

（
７
０
１
）、
勅
命
に
よ
っ
て

秦
忌
寸
都
理
（
は
た
の
い
み

き
の
と
り
）
が
創
建
。
主
祭

神
は
大
山
咋
神
（
お
お
や
ま

く
い
の
か
み
）
と
中
津
島
姫

命
（
な
か
つ
し
ま
ひ
め
の
み

こ
と
）
の
二
柱
で
、
中
津
島

姫
命
は
市
杵
島
姫
命
（
い
ち

き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と
）
の

別
名
。

同
大
社
の
背
後
に
は
松
尾

山
の
巨
大
な
磐
座
が
控
え
、

も
と
は
古
代
の
磐
座
信
仰
が

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
神

代
、
八
百
万
の
神
々
が
松
尾

山
に
集
ま
っ
た
際
に
祭
神
で

あ
る
松
尾
大
神
が
、
嵐
山
の

米
を
蒸
し
、
松
尾
山
か
ら
湧

き
出
る
水
を
使
っ
て
酒
を
作

り
、
神
様
に
振
る
舞
っ
た
と

の
伝
え
が
あ
り
、
中
世
か
ら

「
お
酒
の
神
様
」
と
言
わ
れ
、

醸
造
の
祖
神
と
し
て
人
々
の

篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

持
ち
が
表
れ
て
い
た
。

他
の
演
目「
鍾
馗（
し
ょ
う

き
）」
で
は
、
も
と
も
と
中

国
の
神
で
あ
る
鍾
馗
が
剣
を

持
ち
、
コ
ロ
ナ
に
見
立
て
た

明治神宮会館

主催者挨拶をする大原康男会長＝2月11日、東京都渋谷区
の神社本庁大講堂

松
尾
大
社
の
節
分
祭
に
石
見
神
楽

悪
鬼
を
成
敗
し
た
。
日
本
で

鍾
馗
は
、
五
月
人
形
や
疫
神

よ
け
の
人
形
に
作
ら
れ
た
り

し
て
い
る
。
鍾
馗
は
、
目
が

大
き
く
、
頬
か
ら
あ
ご
に
か

け
て
濃
い
ひ
げ
を
は
や
し
、

黒
い
衣
冠
を
つ
け
長
ぐ
つ
を

は
き
、
右
手
に
抜
き
身
の
剣

を
持
つ
が
、
こ
の
演
目
で
は

左
手
に
疫
神
を
祓
う
茅
の
輪

を
つ
か
ん
で
舞
っ
た
。

「
鍾
馗
」
と「
恵
比
須
」
は

島
根
県
益
田
市
の
無
形
民
俗

令
和
５
年
、
皇
紀
２
６
８
３
年
の「
建
国
記
念
の
日
奉
祝
中
央
式
典
」（
主
催
＝
日
本
の
建
国
を
祝
う
会
、
会
長
＝
大
原

康
男
氏
）
が
２
月
11
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
明
治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
11
か
国
の
特

命
全
権
大
使
を
含
む
22
か
国
の
在
日
外
交
団
も
参
列
。
第
一
部
の
式
典
に
続
き
、
第
二
部
で
は
西
岡
和
彦
・
国
学
院
大

学
教
授
が『
大
祓
詞
」
と
建
国
の
精
神
』
と
題
し
記
念
講
演
、
第
三
部
の
奉
祝
記
念
和
太
鼓
演
奏
で
は
、
清
瀬
上
和
太
鼓

保
存
会
が
和
太
鼓
演
奏『
戦
龍
』
を
披
露
し
た
。
表
参
道
で
は
神
輿
と
首
都
圏
の
大
学
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
子
供
鼓
笛
隊
ら

が
奉
祝
パ
レ
ー
ド
し
、
約
２
千
人
が
参
加
。
沿
道
の
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
。

「
恵
比
寿
大
黒
」な
ど
奉
納

建
国
記
念
の
日
奉
祝
中
央
式
典

３
月
に
な
る

と
麦
の
生
育
を

見
な
が
ら
、
田

植
え
の
準
備
が

始
ま
る
。
両
足

の
指
先
を
野
焼

き
で
や
け
ど
し
た
天
地
子

も
、
８
割
方
回
復
し
た
の

で
、
小
麦
の
田
ん
ぼ
の
あ

ぜ
際
に
生
え
た
雑
草
に
、

背
負
い
の
噴
霧
器
で
除
草

剤
を
散
布
し
た
。
液
剤
に

機
器
で
約
20
キ
ロ
、
２
か

月
ぶ
り
の
重
労
働
だ
。
見

か
ね
た
の
か
、
息
子
が
手

伝
っ
て
く
れ
た
の
は
怪
我

の
功
名
か
も
し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
ア
ル
バ
イ
ト

代
は
し
っ
か
り
受
け
取
っ

た
▼
今
年
、
県
の
補
助
事

業
で
取
り
組
む
の
は
田
ん

ぼ
ダ
ム
。
洪
水
対
策
を
流

域
全
体
で
行
う
事
業
の
一

つ
で
、
田
ん
ぼ
の
排
水
口

の
上
部
に
三
角
の
落
水
口

の
あ
る
板
を
の
せ
、
通
常

よ
り
多
い
水
を
田
ん
ぼ
に

溜
め
よ
う
と
い
う
も
の
。

最
近
の
流
行
で
、
農
作
業

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
付
け

る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。

あ
ぜ
か
ら
の
水
漏
れ
を
防

ぐ
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
に
付

け
た
専
用
器
具
に
よ
る
あ

ぜ
塗
り
が
必
要
で
、
そ
れ

に
も
補
助
金
が
出
る
▼
県

か
ら
支
給
さ
れ
る
板
は
32

セ
ン
チ
か
ら
55
セ
ン
チ
ま

で
の
５
種
類
、
さ
ら
に
あ

ぜ
塗
り
の
距
離
を
計
算
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
排
水
口
の
幅
は

ま
ち
ま
ち
で
、
１
３
０
の

田
ん
ぼ
を
歩
い
て
調
べ
る

こ
と
に
。
次
に
、
田
ん
ぼ

ご
と
に
あ
ぜ
塗
り
す
る
箇

所
を
調
べ
、
地
図
の
縮
尺

か
ら
原
寸
を
計
算
す
る
と

約
７
千
メ
ー
ト
ル
に
。
さ

て
い
く
ら
補
助
金
が
出
る

こ
と
か
▼
ト
ラ
ク
タ
ー
が

耕
耘
す
る
と
、
シ
ラ
サ
ギ

が
そ
の
後
を
追
っ
て
歩

く
。
は
じ
け
出
さ
れ
て
く

る
ミ
ミ
ズ
や
虫
を
食
べ
る

た
め
で
、
彼
ら
な
り
に
農

業
と
共
生
し
て
い
る
。
ネ

ズ
ミ
や
カ
エ
ル
が
出
て
く

る
と
カ
ラ
ス
が
つ
い
ば

む
。
そ
ん
な
の
ど
か
な
風

景
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

に
よ
る
肥
料
の
高
騰
な
ど

で
消
え
な
い
よ
う
、
知
恵

と
力
を
尽
く
し
た
い
。

にこやかな笑顔で舞う恵比寿＝2月3日、京都市
西京区の松尾大社

右
手
に
剣
、
左
手
に
茅
の
輪
を
持
っ
て
悪
鬼
を
祓
う
鍾
馗

奉祝記念講演を行う西岡
和彦・国学院大学教授

祝辞を述べるマルタ共和
国のアンドレ・スピテリ
特命全権大使

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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税
、
郵
送
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を
含
む
）


